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1　放射性廃棄物の廃棄の状況

（1）気体状の放射性廃棄物に含まれる放射性物質の放出量及び濃度

　①放射性物質の種類別の年問放出量

（単位：Bq）

　　　　　　　　種　類
測定の箇所等

8δKr 1291 13董1 3H 14C

主排気筒

雛
は
篇 第一付属排気筒

第二付属排気筒

合　計

年間放出管理目標値＊ 8．9×1016 1．7×109 1．6×1010 5．6×1014 5．1×1012

分析所
局所排気口 ／
廃棄物処理場
局所排気口 ／
第二低放射性廃
液蒸発処理施設
局所排気口

／

第三低放射性廃
液蒸発処理施設
局所排気口

放出廃液油分除
去施設
局所排気口

焼却施設
局所排気口 ／

’

排
気
口
又
は
排
気
監
視
設
備

第ニスラッジ貯
蔵場
局所排気口

ウラン脱硝施設
局所排気口

ノ

／
アスファルト固
化体貯蔵施設
局所排気口

第ニアスファル
ト固化体貯蔵施
設

局所排気口 ／

第二高放射性固
体廃棄物貯蔵施
設

局所排気口

合　計 ／
年間放出管理目標値 一 一 一 一 一



（単位：Bq）

全粒子状物質　　　　　　　　種　類

測定の箇所等

アルファ線を放出する

　　全放射性物質

ベータ線又はガンマ線を放出する

　　　　全放射性物質

主排気筒

鑛
は
騰

第一付属排気筒

ノ
第二付属排気筒

合　計

年間放出管理目標値
一 一

分析所

局所排気口 ／
廃棄物処理場

局所排気口 ／
第二低放射性廃

液蒸発処理施設

局所排気口

第三低放射性廃
液蒸発処理施設
局所排気口

放出廃液油分除
去施設
局所排気口

焼却施設
局所排気口 ／

排
気
口
又
は
排
気
監
視
設
備

第ニスラッジ貯
蔵場

局所排気口

／

ウラン脱硝施設
局所排気口

アスファルト固
化体貯蔵施設
局所排気口

第ニアスファル
ト固化体貯蔵施
設局所排気口

第二高放射性固
体廃棄物貯蔵施
設

局所排気口

合　計 ／
年間放出管理目標値 一 一

＊　主排気筒、第一付属排気筒及び第二付属排気筒の合計の年間最大放出量（全粒子状物質を除く）。



②放射性物質の濃度の3月間についての平均値及び最高値

（単位：Bq／cm3）

　　　　　　　　　　　濃　度

測定の箇所等

前半の3月間

（4月～6月）

後半の3月間

（7月～9月）

平均値 最高値 平均値 最高値

全α

放射能
ND ND ND ND

全βγ

放射能＊
ND ND ND ND

85Kr ND ND ND ND

主排気筒 3H 3．7×10蛎 42×10－5 3．7×10－5 4．3×10－5

茎護C ND ND ND ND

｝291 ND ND ND ND

王311 ND ND ND ND

全α

放射能
ND ND ND ND

全βγ

放射能＊
ND ND ND ND

85Kr ND ND ND ND

第一付属排気筒 3H ND ND ND ND

三4C ND ND ND ND

排
気
口
又
は
排
気
監
視
設
備

ユ291 ND ND ND ND

王311 ND ND ND ND

全α

放射能
ND ND ND ND

全βγ

放射能＊
RD ND ND ND

85Kr ND ND ND ND

第二付属排気筒 3H ND ND ND ND

14C ND ND ND ND

1291 ND ND ND ND

1311 ND ND ND ND

全α

放射能
ND ND ND ND

分析所

局所排気口

全βテ

放射能＊
ND ND ND ND

1
2
9
1
ゼ

ND ND ND ND

ユ311 ND ND ND ND



（続き） （単位：Bq／cm3）

　　　　　　　　　　　濃　度

測定の箇所等

前半の3月間

（4月～6月）

後半の3月間

（7月～9月）

平均値 最高値 平均値 最高値

全α

放射能
ND ND ND ND

廃棄物処理場

局所排気口

全βγ

放射能＊
ND ND ND ND

1291 ND 再D ND ND

正311 ND ND ND ND

全α

放射能
ND ND ND ND

全βγ

放射能＊
ND ND ND ND

第二低放射性廃

液蒸発処理施設

局所排気口
85Kr ND ND ND ND

129r ND ND ND ND

13ユ1 ND ND ND ND

全α

放射能
ND ND ND ND

全βγ

放射能＊
ND ND ND ND

第三低放射性廃

液蒸発処理施設

局所排気口
85Kr ND ND ND ND

排
気
口
又
は
排
・
気
監
視
設
備

1291 ND ND ND ND

13彗 餐D ND ND ND

全α

放射能
ND ND ND ND

放出廃液油分除

去施設

局所排気口

全βγ

放射能＊
ND ND ND ND

1291 ND ND ND ND

1311 ND ND ND ND

全α

放射能
ND ND ND ND

焼却施設

局所排気口

全βγ

放射能＊
ND ND 聾D ND

129王 ND ND ND ND

1311 ND ND ND ND

全α

放射能
ND ND ND ND

第ニスラッジ貯

蔵場

局所排気口

全βγ

放射能＊
ND ND 、ND ND

1291 ND ND ND ND

13玉1 ND 翼D ND ND



（続き） （単位：Bq／cm3）

　　　　　　　　　　　濃　度

測定の箇所等

前半の3月間

（4月～6月）

後半の3月間

（7月～9月）

平均値 最高値 平均値 最高値

ウラン脱硝施設

局所排気口

全α

放射能
ND ND 醤D ND

全βγ

放射能＊
ND ND ND ND

全α

放射能
ND ND ND ND

全βγ

放射能＊
ND ND ND ND

アスファルト固

化体貯蔵施設

局所排気口
85Kr ND ND ND ND

1291 ND ND ND ND

13「1 ND ND ND ND

排
気
口
又
は
排
気
監
視
設
備

全α

放射能
ND ND ND ND

全βγ

放射能＊
ND ND ND ND第ニアスファル

ト固化体貯蔵施

設

局所排気口

85Kr ND ND ND ND

1291 ND ND ND 醤D

1311 ND ND ND ND

全α

放射能
ND ND ND ND第二高放射性固

体廃棄物貯蔵施

設

局所排気口
全βγ

放射能＊
ND ND ND ND

＊85Kr、3H、14C、1291、1311を除く。

放射性物質の放出量（Bq＞は、放射性物質の濃度（Bq／cm3）に排気量を乗じて求めている。なお、放射性物質の濃度が

検出限界未満の場合はNDと表示した。検出限界濃度は以下のとおり。

　　85Kr　：2．　4×10“3（Bq／cm3＞　　　　　　　　全粒子状物質（全α）　：1。5×1　O“i9（Bq／cm3）

　　1291　　：3．7×1e－8（Bq／cm3）　　　　　　　全粒子状物質（全βγ）：1．5×10－9（Bq／cm3）

　　1311　　　　：3．7×10－9　（Bq／cm3）

　　3H　　　　　　：3．7＞〈10－s　（Bq／cm3）

　　14C　　　　：4．0×10－s　（Bq／cm3）



（2）液体状の放射性廃棄物に含まれる放射性物質の放出量及び濃度

①海洋放出口又は海洋放出監視設備から放出した放射性物質の種類別の年間放出量

（単位：Bq）

種　類 年間放出量 年間放出管理目標値

全α放射能 4。1×109

全β放射能（3Hを除く） 9。6×1011

89Sr L6×1010

90Sr 3．2×101°

95Zr－9δNb 4．1×1010

103Ru 6．4×101G

106Ru－106Rh 5．1×1011

134Cs 6．0×10iO

137Cs 5．5×10iO

141Ce ／ 5．9×109

144Ce一44Pr L2×1011

3H L9×1015

1291 2．7×1010

1311 1．2×1び1

P慧（α） 2．3×109



②海洋放出口又は海洋放出監視設備から放出した放射性物質の濃度の3月間についての平均値及び最

高値

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：Bq／cm3）

　　　　　　　　　濃　度

種　類

前半の3月間

（4月～6月）

後半の3月間

（7月～9月）

平均値 最高値 平均値 最高値

全α放射能 ND ND 沢D ND

　　全β放射能

（トリチウムを除く）
ND ND ND ND

89Sr ND ND ND ND

90Sr ND ND ND ND

95Zr－95Nb ND ND ND ND

103Ru ND ND ND ND

106RU」06Rh ND ND ND ND

玉34Cs 聾D ND ND ND

137Cs ND ND ND ND

正41Ce ND ND ND ND

董44Ce」44Pr ND ND ND ND

3H 1．3×10 1、9×10 1。5×10 2．4×10

1291 ND ND ND ND

1311 ND ND ND ND

Pu（α） ND 翼D ND ND



③海洋放出ロ又は海洋放出監視設備から放出した放射1生物質の量の3月間についての平均値及び最高値

並びに合計値

（単位：Bq）

　　　　　　　　　量

種　類

前半の3月間

（4月～6月）

後半の3月間

（7月～9月）

平均値 最高値 合計値 平均値 最高値 合計値

全α放射能 ND ND ND ND ND ND

　　全β放射能

（トリチウムを除く）
ND ND ND ND ND ND

89Sr 賛D ND ND ND ND ND

90Sr ND ND ND ND ND ND

9δZr」5Nb ND ND ND ND 酌 ND

lo3Ru ND 翼D ND ND ND 翼D

1め・Ru」・6Rh ND ND ND ND ND ND

134Cs ND ND ND ND ND ND

137Cs ND ND ND・ ND ND ND

141Ce ND ND ND ND ND ND

1護4Ce」44Pr ND ND ND ND ND ND

3H 4．8×108 5．6×109 44×101◎ 4．1×108 7．0×109 3．8×101⑪

1291 ND ND ND RD ND ND

玉311 ND ND ND ND ND ND

Pu（α） ND ND ND ND ND ND

放射性物質の放出量（Bq＞は、放射性物質の濃度（Bq／cm3）に排水量を乗じて求めている。なお、放射性物質の濃度が

検出限界未満の場合はNDと表示した。検出限界濃度は以下のとおり。

全α放射能

全β放射能

（トリチウムを除く＞

89Sr
90Sr

95Zr－95Nb
lo3RU

lo6Ru－106Rh

：1．1×10楠3　（B（1／c組3）

：2．2×10－2　（Bq／c搬3）

：2．2×10－3　（Bq／c】an3）

：1．1×10－3　（Bq／c】an　3）

：4．3＞く10－3　　（B（L／c！n3）

：1．1×10－3　（Bq／cm3）

：3．2×10－2　（Bq／c愁3）

134Cs

l37Cs

141Ce

144Ce－144Pr
3H
l291

1311

Pu（α）

：1．1×10－3　（Bq／c！盤3）

：1。8×10騨3　（B（夏／cm　3＞

：2．2×10－3　（Bq／c搬3）

：2．2×10－2　（Bq／c溢3）

：3．7　　　　　　　（Bq／cm．3）

：1．4＞〈10－3　（Bq／cm3＞

：1．8×10－3　（Bq／c皿3）

：3．7×10－5　（B（夏／cm　3＞



（3＞液体状及び固体状の放射性廃棄物の保管量等

低レベル液体廃棄物 低レベル固体廃棄物　　　　　放射性廃棄物

　　　　　　　　の種類

量

低放射性

濃縮廃液
　（m3）

スラツジ

　（m3）

廃溶媒

（rn3）

ドラム缶

（本）

その他

（本相当）

前年度末保管量

当該年度の発生量

当該年度の減少量
／／

施設内減量

施設外減量 ／
／

当該年度末保管量

保管設備容量

高レベル固体廃棄物　　　　　放射性廃棄物

　　　　　　　　の種類

量

高レベル

液体廃棄物

　（m3）

せん断被覆片
等

　（本相当）

使用済フィル
タ等

　（本相当）

試料ビン等

（本相当〉

ガラス

固化体

（本）

前年度末保管量

当該年度の発生量

当該年度の減少量
／／

施設内減量

施設外減量 ／
／

当該年度末保管量

保管設備容量



2　使用済燃料の貯蔵量等

（単位：体）

貯蔵施設名称 再処理施設

使用済燃料の種類 ウラン酸化物 混合酸化物

前年度末貯蔵量

当該年度の受入量

当該年度の処理量

当該年度の搬出量

搬出先の名称

当該年度末貯蔵量

貯蔵施設容量



3　放射線業務従事者の線量分布

（1）放射線業務従事者の1年間の線量分布

線　量　分　布　（人）　　　　　　　　線　量

放射線

業務従事者
0．1mSv以下

0．1組Svを超え

1盛v以下

1酪vを超え

2mSv以下

2儀Svを超え

5mSv以下

舳Svを超え

10mSv以下

職　員

その他

／
／

合　計

線　量　分　布　（人）　　　　　　　　線　量

放射線

業務従事者

1伽Svを超え

15皿Sv以下

15磁Svを超え

20mSv以下

20恥Svを超え

25mSv以下

25mSvを超え

3伽Sv以下

30mSvを超え

3施Sv以下

職　員

その他

合　計

線　量　分　布　（人）　　　　　　　　線　量

放射線

業務従事者

35mSvを超え

4伽Sv以下

4伽Svを超え

45酪v以下

45酪vを超え

50mSv以下

50憩Svを

超えるもの
合計

職　員

その他

／
／

合　計

　　　　　　　　線　量

放射線

業務従事者

総線量

（人・Sv）

平均線量

（阻Sv）

最大線量

　（皿Sv）

職　員

その他

合　計



（2）女子（妊娠不能と診断された者及び妊娠の意思のない旨を再処理事業者に書面で申し出た者を除く。）

　　の放射線業務従事者の3月間の線量分布

線　量　分　布　（人）　　　　　　　　線　量

放射線

業務従事者
0．1酪v以下

0．1mSvを超え

1酪v以下

1酪vを超え

2懸Sv以下

2鵬vを超え

5瓢Sv以下

職　員 9 0 0 0

前半の3月間

（4月～6月）
その他 4 1 0 0

合　計 1
3

1 0 0

職　員 9 0 0 0

後半の3月間

（7月～9月）
その他 4 0 0 0

合　計
正
3 0 0 0

線量分布（人）　　　　　　　　線　量

放射線

業務従事者

髄Svを

超えるもの
合計

総線量

（人・Sv）

平均線量

（狙Sv）

最大線量

　（磁Sv）

職　員 0 9 0．00 0．0 0．0

前半の3月間

（4月～6月）

ぎ

その他 0 5 0．00 0．0 0．2

合　計 0 1
4

0．00 0．0

職　員 0 9 0．00 0．0 0．0

後半の3月間

（7月～9月）
その他 0 4 0．00 0．0 0．0

合　計 0 1
3

0．00 0．0

4　一般公衆の実効線量の評価

（1）気体状の放射性廃棄物による実効線量

線量評価地点における線量 排気口からの方位及び距離＊気体状の放射性廃棄物に

よる実効線量 μSv／年 方㍍　　　　　　距歳

＊　主排気筒からの方位及び距離。

（2）液体状の放射性廃棄物による実効線量

液体状の放射性廃棄物に

よる実効線量
μSv／年


